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四
月一
日
の
国
立
大
学
法
人
等の
発
足
に
あ
た
り、
河
村
建
夫
文
部
科
学
大
臣
よ

り、
談
話円か
発
表
さ
れ
た。

大
【
文
部
科
学
大
臣
談
話】

本
日
（
平
成
十
六
年
四
月一

日）、
国
立
大
学
法
人
法
に
基

づ
き、
八
十
九
の
国
立
大
学
法

人
及
び
四つ
の
大
学
共
同
利
用

機
関
法
人
が
誕
生
し
ま
し
た。

我
が
国
の
国
立
大
学
等
が
新

た
な
歴
史
を
刻
み
始
め
た
節
目

の
日
に
あ
た
り、
ま
ず
は、
関

係
各
位
の
こ
れ
ま
で
の
御
尽
力
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自
に
対
し
て、
深
く
敬
意
努
表
す

る
次
第で
す。

「
知
の
時
代」
と
も
言
わ
れ

る
こ
の
二
十一
世
紀
に
お
い

て、
我
が
国
が
国
際
社
会
の
中

で
リ
ー
ダ
ー
シッ，
プ
を
発
揮
し

発
展
し
て
い
く
上
で、
知
的
劃

造
と
継
承
を
担
う
拠
点
で
あ
る

国
立
大
学
等
の
役
割
は
極
め
て

重
要
で
あ
り、
人
材
育
成及
び

平
成
十
六
（ニ
O
O
四）
年

四
月一
日、
わ
が
国
の
高
等
教

育
の
歴
史
に
とっ
て
もエ
ポッ

ク・
メ
イ
キ
ン
グ
な
大
学
法
人

化
が
実
現
し
た。

すな
わ
ち
全

国
八
十
九
の
国
立
大
学
と、
公

立
大
学
と
し
て
は
唯一、
秋
田

県
に
新
設
さ
れ
た
国
際
教
養
大

学
が、
独
立
行
政
法
人
法
の
法

律
的
枠
組
み
の
も
と

で、
そ
れ
ぞ
れ
国
立

大
学
法
人、
公立
大

学
法
人
と
し
て
ス
タ

学
術
研
究
の
両
面
に
お
い
て、

本
来
の
使
命
と
役
割
を一
層
し

っ
か
り
と
果
た
し、
日
本
の
未

来
を
切
り
開
く
原
動
力
と
な
る

こ
と
を
強
く
期
待
し
ま
す。

こ
の
た
び
の
法
人
化
に
よ

り、
各
大
学
等
の
自
主
性・
自
律

性
が
大
幅
に
拡
大
し、
弾
力
的

な
運
嘗
を
行
う
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
が、
今
後、
各
大
学

ー
ト
し
た
の
で
あ
る。
高
等
教

育
の
制
度
史
上
は、
明
治
初
期

の
発
足
期、
第二
次
大
戦
後
の

改
造
期
に
次
ぐ、
第
三
の
大
改

革
だ
と
いっ
て
よ
い
で
あ
ろ

事フ。こ
の
よ
う
な
歴
史
的
転
換
期

に
あっ
て、
わ
が
国
の
高
等
教

育
が
直
面
し
て
い
る
課
題
は
実

組
を
積
み
重←ね、
切
瑳
琢
磨
し

な
が
ら
国
民
の
期
待
に
応
え
て

い
く
こ
と
こ
そ、
こ
の
改
革
が

目
指
し
て
い
る
姿
で
す。

そ
の
意
味
で、
本
日
踏
み
出

し
た
第一
歩
は、
新
た
な
飛
躍

に
向かっ
て
の「
は
じ
め
の
第一

歩」
に
過
ぎ
ず、
今
後
と
も、
関

係
者一
人一
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
自

覚
と
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す。

そ
こ
で、
各
大
学
等
に
あ
ら

た
め
て
お
願
い
し
た
い
の
は、

学
術
研
究
の一
層
の
活
性
化
は

も
と
よ
り、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ

れ
て
き
た
教
育
機
能
の
強
化
や

だ
ろ
うか
ら
で
争Q。
私自
身、

現
在、
国
際
的
な
単
位
互
換（
C

r
e
d
－
t
T
r
a
n
s
f 

e
r〕
に
よっ
て
ア
ジ
ア
太
平

岸
地
域
の
大
学
間
交
流
を
促
進

す
る
た
め
の
国
際
組
織
U
M
A

P
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
交
流

機
構）
の
国
際
事
務
総
長
を
兼

務
し
て
い
る
の
で、
こ
の
と
こ

そ
れ
ぞ
れ
の
理
念
を
よ
り
良
く
な
が
ら、
しっ
か
り
と
取
り
組

実
現
で
き
争ぷ
う、
自
主
性・
ん
で
ま
い
り
ま
す。

自
律
性
が
生
か
し
た
積
極
的
な

こ
の
明
治
以
来
の
大
改
革
を

展
開
を
図っ
て
い
た
だ
き
た
い
契
機
と
し
て、
我
が
国
の
国
立

と
い
う
こ
と
で
す。

t
大
学
等
が
生
ま
れ
変わ
り、
国

文
部
科
学
省
と
し
て
は、
新
際
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ、
我

た
に
発
足
し
た
社
団
法
人
国
立
が
国
発
展
の
礎
と
な
る
こ
と
を

大
学
協
会
と
も
協
力
し
つ
つ、

期
待
し
て
い
ま
す。
国
民
の
皆

制
度
の
円
滑
な
定
着
に
向
け
た
様
や
社
会
各
層
の一
層
の
御
理

支
援
等
を
行・マ
と
と
も
に、
必
解・
御
支
援
を
お
願
い
申
し
上

要
な
予
算
の
確
保
を
は
じ
め、

げ
る
次
第で
す。

国
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す。
ま
た、
本
日
付
平
成
十
六
年
四
月一
日

け
で、
「
国
立
大
学
法
人
支
援
文
部
科
学
大
臣

河
村
建
夫

課」
の
新
設
な
ど
文
部
科
学
省

て
い
る。
つ
ま
り
「
留
学
生
市

場」
に
お
け
る
国
際
競
争
が
す

で
に
燭
烈
化し
て
い
る
の
で
あ

る。
こ－P
し
た
状
祝
下
で
は、

当
然、
大
学
教
員
は
も
と
よ
り

事
務
方
の
職
員
も、
国
際
的
な

コ
ミュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
の
手
段

と
し
て
の
英
語
の
運
用
能
力
を

十
分
に
身
に
つ
け
て
お
り、
ま

大
学
法
人
化
時
代
の
高
等
教
育

'/,AN 
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に
大
き
い。
な
ぜ
な
ら、
い
わ
ろ
し
ば
し
ば
高
等
教
育
に
闘
す
し
て
や
e
I
l
e
a
r
n－－

ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
る
国
際
的
な
会
議
に
出
る
機
会
n
gの
時
代
を
迎
えつ
つ
あ
る

は、
今
後、
高
等
教
育
の
領
域
が
多
い
の
だ
が、
ア
ジ
ア
太
平
だ
け
に、
大
学
の
教
職
員
た
る

を
も
巻
き
込
ん
で
ま
す
ま
す
ボ
洋
地
域
に
お
い
て
も
オ
i
ス
ト，
者
に
とっ
て
英
語
力
は
最
低
の

l
ダ
l
レ
ス
に
なっ
て
い
く
こ
一フ
リ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
雇
用
条
件
に
なっ
て
き
て
い

と
は
間
違
い
な
く、
「
日
本
人
は
高
等
教
育
を二
十一
世
紀
の
る。

学
生
を
対
象
に
日
本
人
教
師
が

去わめ
て
重
要
な

「輸出産業」

翻っ
て
わ
が
国
の
大
学
は
ど

日
本語
で
授
業
を
す
る」
と
い
だ
と
戦
略
的
に
位
置
づ
け
て
お
う
で
あ
ろ
う
か。
国
立
大
学
法

っ
た
従
来
の
日
本
の
大
学
に
お
り、
し
た
がっ
て
優
秀
な
留
学
人
と
なっ
た
多
く
の
大
学
で、

け
る
「
知
の
鎖
国」
は、
も
は
生
を
招
い
て
自
主
財
源
確
保
の
た
と
え
ば
庶
務
や
総
務
を
担
当

や
国
際
的
に
適
用
し
な
く
な
る
一
助
に
し
よ
う
と
真
剣
に
なっ
す
る
職
員
で
英
語
で
仕
事
が
で

き
る
機
会
が
増
え
る」
な
ど
で

良
い
と
し、
「
十
月」
は
「
あ

ま
り
早
す
ぎ
る
と
生
徒
の
認
識

が
固
まっ
て
い
な
い」
「
指
導

上、
時
聞
が
ほ
し
い」
「
公
募

推
薦
と
重
な
る
と
対
応
で
き
な

い」
な
ど
の
理
由
か
ら
良
い
と

さ
れ
て
い
る。

実
際
に
は、
「
六
月」
エ
ン

ト
リ
ー
開
始
の
学
校
が
多
い

が、
下
表
に
見
る
よ
う
に、
早

す
ぎ
るエ
ン
ト
リ
ーに
は
否
定

的
な
意
見
が
あ
り、
高
校
の
進

路
指
導
現
場
に
お
い
て
は、令
そ

の
時
期
の
実
施
に
懐
疑
的
な

き
る
人
材
は
お
そ
ら
く一
割
に
ま
ま
の
法
人
化
時
代
の
到
来
で

も
満
た
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う、
あっ
た。

か。
こ
れ
で
は
日
本
の
大
学
が

国
際
競
争
力
を
も
つ
ど
こ
ろ

か、
国
際
競
争
の
ス
タ
ー
ト
ラ
中
嶋
嶺
雄（
な
か
じ
ま
み
ね

イ
ン
に
さ
え
立
て
な
い
こ
と
に
お）

な
る。

国
際
教
養
大
学
学
長。
一
九
三

国
公立
大
学
の
法
人
化
は、
六
年
長
野
県
松
本
市
生
ま
れ。

大
学
の
自
主・
自
律
を
促
す
上
東
京
大
学
大
学
院
修
了。
社
会

で
も、
国
際
化
や
社
会
化
を
も
学
博
士。
一
九
九
五
i二
0
0

た
ら
す
上
で
も、
避
け
て
通
れ
一
年、
車京

外一塁一宍意妄。

な
い
課
題
で
あっ
た
と
い
え
よ
現
在
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
交

う。
だ
が、
設
置
形
態
や
制
度
流
機
構
（
U
M
A
P）
国
際
事

や
組
織
が
い
く
ら
変
わっ
て
務
総
長、
文
部
科
学
省
中
央
教

も、
肝
心
の
中
身
が
根
本
的
に
育
審
議
会
委
員
（
大
学
院
部
会

変
わ
ら－
い
限
り、
日
本
の
大
長）、
財
団
法
人
大
学
セ
ミ
ナ

学
は
国
際
的
な
競
争
力
を
も
ち
l・
ハ
ウ
ス
理
事
長
な
ど
を
兼

得
な
い
の
で
は
な
い
か。
大
学
務。
主
な
著
書
は
「
現
代
中
国

法
人
化
に
際
し
て
必
要
な
こ
と
論」
「
中
ソ
対
立
と
現
代」
「
北

は、
教
職
員
個
々
人
の
総
点
検
京
烈
烈」
（
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸

を
含
む
大
改
造
で
あ
り、
場
合
賞
受
賞）
「
国
際
関
係
論」
「
中

に
よっ
て
は
総
入
れ
替
え
が
必
国・
台
湾・
香
港」
な
ど
多
数。

要
で
あっ
た
は
ず
な
の
に、
そ
平
成
十
五
年
度
「
正
論
大
賞」

の
よ
うな
改
革
が
な
さ
抗
な
い
受
賞。

0勝手に受験されて学校が把握できないと困る。次の手や生徒の指導σ：
がつくるために必要。

0本来は不要であるべきかもしれない。現状のA O入試は生徒の力以上eeeeoeeeoeeoeoe 


